
 

納 税 管 理 人 申 告 書 

 

 

地方税法第３５５条の規定により、固定資産税の納税管理人を  

 

     定めた  

次のとおり  変更した  ので連署をもってお届けします。  

      廃止した  

 

記  

 

１  納税義務者     住  所  

氏  名               

 

２  納税管理人     住  所  

氏  名               

 

３  前納税管理人    住  所  

氏  名               

 

４  物件の表示  

 

 

５  期    日     令和   年度から  

 

６  変 更 経 緯 

 

 

  年   月   日  

 

（あて先）沼  津  市  長  

 

       届出人  住  所  

           氏  名              

           ＴＥＬ  

 

 

 
注 ）１  この 申 告書に お い て 、納 税 管理人 に 関 し虚 偽 の申 告を し た もの は 、

地 方 税 法第 356条 の 規定 に よ り、 30万 円 以下 の 罰 金に 処 され ます 。  
２  正 当な 事 由が なく 納 税 管理 人 につ いて 申 告 しな か った 場合 は 、沼 津

市 税 賦 課 徴 収 条 例 第 6 4条 の 規 定 に よ り 10万 円 以 下 の 過 料 が 科 さ れ ま
す 。  

第 34 号様式（第 11 条関係） 
記入例 

いずれか該当するものを〇で囲んでください 

土地・家屋の所有者の住所、氏名を記入し

てください。（所有者本人の自筆） 

新たに納税管理人になる方の住所、氏名を

記入してください。（新たな納税管理人の自筆） 

既に納税管理人がいる場合は、その方の住

所、氏名を記入してください。（現在の納税管理

人の自筆） 

物件が多い場合は、土地、家屋それぞれ「大手町 100-1 外〇筆

（棟）」のように記入してください。 

申告をする理由（原因）を具体的に記入してください。 

（例：「所有者が遠方に転居し納税に支障があるため」など） 

届出をする方（原則、所有者）の住所、氏名、

電話番号を記入してください。（本人の自筆） 

翌年度から適用になります 


